
　

―
―
公
認
会
計
士
協
会
東
海
会
の
主

な
活
動
に
つ
い
て
。

　

堀
江　

就
任
当
初
か
ら
「
元
気
な
中

小
企
業
を
応
援
す
る
」、「
公
認
会
計
士

を
身
近
な
存
在
に
す
る
」
を
掲
げ
、
中

小
企
業
の
課
題
支
援
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
強
化
、
地
方
自
治
体
の
公
会
計
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

審
議
中
の
社
会
福
祉
法
人
の
会
計
監
査

義
務
付
け
が
早
く
て
来
年
四
月
一
日
よ

り
開
始
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
や
る
べ

き
こ
と
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

元
気
な
中
小
企
業
を
応
援
す
る
活
動

に
は
特
に
力
を
入
れ
て
お
り
、大
企
業
・

上
場
企
業
の
監
査
業
務
で
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
、
創
業
支
援
、
成
長
支

援
、
新
た
な
飛
躍
支
援
、
再
生
・
廃
業

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

海
外
展
開
の
支
援
や
Ｉ
Ｐ
Ｏ
、
Ｍ
＆

Ａ
な
ど
を
得
意
分
野
と
す
る
他
、
中
小

企
業
金
融
円
滑
化
法
の
期
限
切
れ
に
伴

う
補
助
金
申
請
、
中
小
企
業
の
資
金
調

達
、
特
殊
な
技
術
を
持
つ
会
社
の
上
場

支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

―
―
昨
年
、
事
務
局
を
商
工
会
議
所

か
ら
名
古
屋
駅
前
に
移
転
し
ま
し
た

が
、
施
設
の
活
用
状
況
は
い
か
が
で
す

か
。

　

堀
江　

会
議
室
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
で
す
ね
。
ま
た
、
録
画
設
備
を
備
え

ま
し
た
の
で
、
一
つ
の
研
修
会
を
Ｄ
Ｖ

Ｄ
化
し
て
、
当
日
（
第
一
回
目
）
の
欠

席
者
に
向
け
て
同
じ
内
容
の
研
修
が
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
の
予

定
よ
り
も
施
設
稼
働
率
が
上
が
っ
て
お

り
、
効
率
的
な
活
用
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

我
々
公
認
会
計
士
に
は
年
間
に
数
度

の
受
講
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
企
業
内

会
計
士
の
よ
う
に
組
織
内
に
い
る
た
め

平
日
昼
間
の
受
講
が
難
し
い
と
い
う
会

員
に
対
し
て
も
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
研
修
の
導
入

に
よ
り
、
年
四
回
の
土
曜
日
又
は
日
曜

日
に
研
修
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

　

―
―
中
小
企
業
支
援
の
一
環
で
あ
る

海
外
支
援
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

堀
江　

少
子
高
齢
化
の
中
、
今
後
、

企
業
の
海
外
進
出
は
増
え
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
中
小
規
模
の
会
計
事
務
所

は
海
外
事
業
展
開
の
経
験
が
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
当
会
で
は
海
外

進
出
企
業
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、
融
資
先
の

た
め
に
海
外
事
務
所
を
設
け
て
い
る
信

用
金
庫
の
話
な
ど
を
聞
く
他
、
海
外
視

察
も
行
っ
て
お
り
、
今
年
十
月
に
は
独

自
に
タ
イ
視
察
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
は
日
本

中
小
企
業
応
援
を
加
速
し

公
認
会
計
士
を
身
近
な
存
在
に

　「
元
気
な
中
小
企
業
を
応
援
す
る
」、「
公
認
会
計
士
を
身
近
な
存
在

に
す
る
」
こ
と
を
掲
げ
、
独
自
に
様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
日
本
公
認

会
計
士
協
会
東
海
会
。
任
期
三
年
目
を
迎
え
、
益
々
そ
の
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
る
会
長
の
堀
江
正
樹
氏
に
話
を
聞
い
た
。

（
聞
き
手
／
中
部
財
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
社
代
表
取
締
役
塚
本
隆
）

日
本
公
認
会
計
士
協
会
東
海
会
　
堀
江  

正
樹
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



人
会
計
士
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

出
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
事
務
所
と
中

小
企
業
を
我
々
が
引
き
合
わ
せ
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
信
頼
や
満
足
度
向
上
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

―
―
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
関
し
て
、
中

小
企
業
支
援
へ
の
影
響
は
。

　

堀
江　

我
々
と
し
て
支
援
内
容
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業
が
必
要
と
す

る
都
度
、
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

最
近
で
は
監
査
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
業
務
に
加
え
、
海
外
Ｍ
＆
Ａ
に
伴

う
資
産
査
定
（
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン

ス
）
の
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
ま
す
。
円

安
の
影
響
で
、
中
国
や
台
湾
が
日
本
に

設
け
た
現
地
法
人
を
Ｍ
＆
Ａ
す
る
、
逆

の
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
も
多
い
で
す

ね
。

　

―
―
地
方
自
治
体
へ
の
公
会
計
の
導

入
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

　

堀
江　

東
京
、
大
阪
、
愛
知
な
ど
で

は
す
で
に
導
入
し
、
シ
ス
テ
ム
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
導
入
し
な
い
と
表
明

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

政
令
指
定
都
市
に
は
包
括
外
部
監
査

人
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
公
認
会

計
士
、
弁
護
士
、
税
理
士
な
ど
が
、
個

別
案
件
の
融
資
が
適
正
か
を
報
告
す
る

も
の
で
す
。
導
入
す
る
自
治
体
は
多
く

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
制
度
で
は
全
体
と

し
て
の
踏
み
込
ん
だ
検
証
は
行
え
ま
せ

ん
。
公
会
計
導
入
後
は
、
公
認
会
計
士

又
は
監
査
法
人
の
監
査
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

公
会
計
を
導
入
し
た
場
合
、
例
え
ば

水
道
事
業
や
病
院
な
ど
は
、
利
益
の
有

無
に
よ
っ
て
単
純
な
評
価
を
下
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
治
体
の
固

定
資
産
台
帳
の
作
成
は
膨
大
な
労
力
が

必
要
で
す
。
古
い
建
造
物
だ
と
、
建
て

る
の
に
か
か
っ
た
金
額
や
時
期
さ
え
不

明
の
も
の
も
あ
り
、
損
益
管
理
が
非
常

に
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
公
会
計
に
つ
い
て
は
市
民

の
納
得
を
得
る
た
め
に
は
必
要
な
も
の

で
す
。
い
ず
れ
都
道
府
県
や
大
き
い
市

か
ら
、
市
町
村
単
位
へ
と
確
実
に
広

が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

―
―
公
認
会
計
士
と
し
て
の
社
会
貢

献
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

堀
江　

企
業
の
規
模
は
関
係
な
く
ご

相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
、
社
会
貢
献
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
て
い
ま

す
が
、
依
然
と
し
て
公
認
会
計
士
に
は

上
場
企
業
の
監
査
だ
け
を
行
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
く
あ
り
ま
す
。
今
後
、
会
社
の

事
業
継
続
性（
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
）

を
テ
ー
マ
と
し
た
相
談
会
の
開
催
な
ど

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

他
方
で
、
小
中
学
生
に
向
け
た
出
前

授
業
「
ハ
ロ
ー
会
計
」
な
ど
の
講
座
に

よ
り
、
会
計
士
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小

中
学
生
を
対
象
に
し
た
、
損
益
分
岐
点

の
出
し
方
な
ど
を
通
し
て
会
計
と
は
何

か
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

―
―
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
。

　

堀
江　

就
任
か
ら
丸
二
年
が
過
ぎ
、

残
す
と
こ
ろ
あ
と
一
年
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
十
一
月
頃
に
は
新
執
行
部
が

決
定
す
る
た
め
、
適
切
な
引
継
ぎ
を
行

う
と
共
に
、
よ
く
協
議
し
、
こ
れ
か
ら

の
方
針
を
定
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

三
年
目
で
よ
う
や
く
公
認
会
計
士
の

垣
根
を
低
く
す
る
方
法
が
見
え
て
き
ま

し
た
。
あ
と
一
年
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん

で
地
道
に
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
と
思

い
ま
す
。

　

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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